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initio C 1計算の結果に基づいて， F端とH端の反応活性点に基づくスペクトルは， 1 E状態からの発
光，側面の反応活性点に基づくスペクトルは2Aa状態からの発光であると帰属した。
論文の審査結果の要旨
化学反応において，分子問衝突時の相対的配向が，反応確率に大きな影響を与える可能性は古くから
議論されており，最近の量子化学計算においてもしばしばその重要性が指摘されているO
大山君は，準安定励起原子とハロゲン化メタンとの反応を選び，分子の配向を揃えたCF3H分子線と
準安定励起Ar原子線を交差し反応させ，生成したCF3ラジカルの化学発光を測定してCF3H分子の反
応性に大きな異方性のあることを見出した。
同君は，既設の六極不均一電場による配向分子線反応装置を利用し，新たに試作した超音速パルス化
準安定励起Ar原子線発生装置を用いることにより反応断面積が102n m2以下の小さな反応断面積をも
っ励起CF3ラジカル生成過程の測定に成功した。この反応過程において，Ar原子がCF3H分子のF原子
端から衝突する際の反応確率が最も大きく，次いで側方からの衝突， H原子端よりの衝突の順序になる
事を見出した。
さらに化学発光スペクトルの測定と偏光の予備的測定を行い， F端， H端からの衝突と側方からの衝
突において，それぞれ発光の極大波長が異なる結果を見出した。これらの結果に基づき， CF3Hと準安
定励起Ar原子の反応において少くとも 2種類の反応経路があり，分子間衝突時の相対的配向の違いに
より，それぞれの反応経路が選択されることを指摘した。
以上のように同君は，配向分子線を用いた交差分子線法による化学反応の配向依存性に関する研究に
おいて，新しい興味ある成果を得ると共に，研究の方法論の確立に大きく貢献した。よって本研究は，
理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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